
飯沼弘経寺展 (旧水海道市) 2006年４月９日(日)～16日(日) 
 
 関東三弘経寺(ぐぎょうじ)の一寺(取手と結城)であり、徳川幕府二代将軍秀忠の長女 
千姫こと天樹院の廟所(びょうしょ)であり遺骨一部が壺に収められていました。 
天樹院は遺言により文京区の伝通院へ埋葬されていますが、飯山弘経寺に分骨されて 
いたことが平成９年の墓所改修と調査で判明されました。 

 

             徳川家の葵家紋が目立つ本堂 
飯沼弘経寺展の開催理由 
昨年 2005年、一切経典の書庫である八角輪蔵が収まる経蔵三間堂が改修され完成しま 
した。本年 2006年は初夏より本堂の大改築を行うことになり、四百年程の歴史がある 
本堂の姿を披露しておきたいという現住職の希望で開催されたのであります。 
現住職は、飯沼弘経寺の文化財保存の為に期待されておられるようです、 
若い僧侶でおられますが取手の芸大仲間の協力が随所に見られ頼もしく感じました、 
きっと眠っていた飯沼弘経寺を活性することと思います。 
 
寿亀山(じゅきざん)天樹院弘経寺、茨城県常総市豊岡町甲一番地、(旧 水海道市) 
鉄道での交通機関は不便です。水海道有料道路の岩井方豊岡交差点を元三大師方面３分。 
 



 本尊は金銅阿弥陀如来立像、南北朝時代 像高 64Cm。 
水海道教育委員会の資料 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 
 弘経寺は、応永 21年(1414年)に嘆誉良肇が創建した浄土宗の巨刹で、関東十八壇林 
のひとつに数えられている。 
九世存把のときに天正の兵火に罹(かか)り、堂塔をことごとく焼失し、その後、 
十世了学が再興するまではしばらく無住時代が続いた。 
了学は徳川家康･秀忠･家光の三代にわたって厚遇された高僧であるが、特に家康の 
孫である千姫の深い帰依(きえ)は本堂･鐘楼等の再建への徳川家からの莫大な寄進に 
つながる。 
 
 弘経寺の再建･修復工事は、寛永 6年(1629年)から寛永 10年(1633年)まで、十世了学か
ら十一世雪念の二代にわたる大工事であったといわれ、当時、老中という幕閣の要職にあ

った古河藩主･土井利勝が普請奉行を勤めている。 
 
 本堂は桁行（けたゆき）11間、梁間(はりま)8間、入母屋造(いりもやづくり)、正面 3間
向拝(こうはい)付の建物である。向拝屋根は大棟(おおむね)に直交して入母屋風をなし、中
央に唐破風(からはふ)を付けている。内陣(ないじん)は江戸初期の寺院建築の粋を極めたも
ので、出三斗(でみつと)の組物をおき、彩色が施され、正面に菱格子欄間(ひしごうしらん
ま)が入れてある。須弥壇(しゅみだん)を囲む柱は丸柱とし金箔が施され、他は角柱を用い
てある。豪華な仏具、釘隠など金具･調度品の隅々に至るまで、徳川幕府の威光が感じられ

る。 
 

 
本堂正面の向拝は中央に唐破風(からはふ) 
を配した入母屋風造りとなっている。 
巴瓦の切妻屋根は残してくれるのだろうか 

三間堂の内部は平素は拝観出来ません。 
漆塗りの八角輪蔵(はっかくりんぞう)は 
赤と黒で美しい造りです。 

 三間堂であるが、経蔵という特殊な目的から防火の為外部を大壁(おおかべ)とする。 
屋根は鉄板による瓦棒茸(かわらぼうぶき)で、軸部（じくぶ）はとくに組物を設けず 
簡素な造りとなっている(2005年改修されました)。 



 ここで特筆すべきは、内部にある経典を収める輪蔵(回転文庫)である。 
八角形を示し、軒は二重扇垂木(おおぎだるき)、腰回りは五手先の腰組を設ける。 
中央には心柱を入れ、全体が回転するように考案されている。 
鎌倉期の禅宗様で発展したものであり、県内でも非常に珍しく、文化史･建築史的評価 
も高い。 
「みつかいどうの文化財」より、挿入写真は 4/9日に撮影。 
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<  以上 
 
2006年 4月 9日の飯沼弘経寺 

  
両脇の二獅子が支える獅子口  内陣の梁と蛙股の絵模様 

  
 葵紋入りの獅子口、横から撮影  八角輪蔵内にある傅大士像です。※ 
※ 傅大士像（ふだいしぞう）［497－569］「輪蔵」の発案者です。 
棚から経典を取り出して読むことができなくても、腕をのばして転輪の蔵を一回転 
させれば、経典を読んだことと同じ功徳が得られると伝えられています。 
傅大士は、禅宗の祖とされる菩提 達磨（ぼだいだるま）の教えから昼間は農作業、 
夜は仏道修行にと在家の僧でした。脇侍はご子息の普建(ふけん)と普成(ふじょう)です。 
「 あさなあさな 仏とともにおき ゆうなゆうな 仏をいだきてふす 」 
安心決定鈔より。南朝梁・北魏の時代(現中国)の傅大士の御言葉。 
立像が多いのですが半跏思惟(はんかしゅい)のお姿と、黒漆塗りとした傅大士の像は 

ボロボロであった像を修復したそうです。( 長谷寺での傾聴、九大ＤＡシーボルト ) 



4/9日は無料の野点茶会と琴四竿の演奏会が行われていました。 
桜と桃の花ビラが舞い落ちて、天気と時節に恵まれた弘経寺の境内は、心和む一日でした。 
 そうそう、野点での茶菓子は飯沼弘経寺の特製だそうで、あんこが美味しかった。 
      ひとりごとです。 
 
 最後に、めずらしい風景写真を２撮影ありますのでご覧下さい。 

 
 境内にある、三色の花を咲かせて 
いる椿の木。赤と白に、赤と白の縦縞 
でピンク色に見える花片の椿です。 

 
鈴なりの鈴、賽銭箱の上に吊り 
下げられていました。 
2003-4/16 撮影 

 

 
 板壁造りの洋風古民家 
 
どうやら在住されているようでした 
カナダの大工さんが来日して建て 
られたそうです。 
 
 弘経寺境内のお隣りにたたずんで 
いました。 

 
御住職からはいろいろとお教え頂きましてありがとう御座いました。 

飯沼弘経寺本堂のリニューアルに期待しております、応援しておりますので 
頑張って下さい。 
 



 
 
 
本文の説明追記、 2006年６月 
十八檀林 
  「関東十八檀林(だんりん)」とは、江戸時代の関東における浄土宗の十八の 
 学問所で十八檀林霊場は全国に点在し、関東十八檀林もその一つです。 
 
 関東十八檀林の所在寺は下記のようになります。 
 武蔵国、江戸の伝通院、増上寺、幡随院、霊厳寺、霊山寺、岩槻の浄国寺、 
     八王子の大善寺、鴻巣の勝願寺、川越の蓮馨寺 
 相模国、鎌倉の光明寺 
 常陸国、瓜連の常福寺、江戸崎の大念寺 
 下総国、飯沼の弘経寺、結城の弘経寺、小金の東漸寺、生実の大厳寺 
 上野国、太田の大光院、館林の善導寺。です。 
 
2006年４月９日 記、写真撮影 kumaken コピーによる転載は禁止します 

2006年６月１日 追記 

 

「弘経寺四寺」へ。 


